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冬季黒潮続流 における海面水温 フ ロ ン ト上で の GPS ラ ジオゾンデ観測
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1．　 は じめ に

　中緯度帯にお ける海盆ス ケ
ー
ル の 海上 風速と海面水温 の 関係 は，

時間変勤場にお い て海上 風 速が強い （弱い ）領域 で海面水温が 低 い

（高 い） とい う空間構造によっ て特 徴付けられて きた．これ は風速

変化 に伴 う潜熱 放出が海面水温の 変化 に大 きく寄与 してお り，大気

か ら海洋へ の 強 制が中緯度 帯 におい て 支配 的で ある こ とを示 唆 して

い る．一
方，黒潮続流で は，海面水温 フ ロ ン トの冷 （嚠 水側で 海

上風速が弱い （強い） とい う空間構造の存在 が近年の 高解像度人工

衛 星観測デ
ー

タに よっ て 明 らか にな っ た （Nonaka　and ）qe　X〕03）．こ

の ような空 間構造 は潜 熱放出の 原理 では説明する こ とが で きず，黒

潮続流に お いて 海上風速が海面水温 の 分布によっ て 変調を受けて い

る ことを示 唆 してい る．しか しなが ら，大気 の客観 解析データや 入

工 衛星観測デ
ータで は大気境界層内の 熱的な鉛直構造を詳細に 調べ

る こ とがで きない ．その ため，海面水温 フ ロ ン ト域 に見 られ る 海面

水温 と海上風速の 関係が 大気境界層 内の どの よ うな プ ロ セ ス に よ っ

て 成り立っ て い る かは観測的に示 されて こなかっ た、本研究は GPS

ラ ジオ ゾ ンデ観測 を黒 潮続流で行 い ，海 面水温 フロ ン ト近傍で の気

圧 ・気温 ・湿度 ・風向 風速 の 鉛直構造 を調 べ る こ とを目的 とす る．

2．　 データ

　 GPS ラジオゾンデ観測は 水産庁の 漁業調査船で ある 照洋丸お よび

開洋丸の 協力を得て ．  年 12月 19日か ら XX）4年 1月 8 日 （照洋

丸 ：計40 測点）まで と，2CX）4年 2 月 24 日か ら2004 年 3 月 17 日 （開

洋丸 ：計 78測，煎 まで の 2 つ の期問 に分 けて行っ た．GPS ゾンデセ

ンサ
ー

は 堀 sa】a 社の RSSD−15GH と RS92−SGP を使用 し，受信機 は

DigicoRAMwlI と DigicoRA 　Mw21 を便用 した．　 loo  程度 の 空

間スケール を持つ 海面 水温 フロ ン トが 大気側へ 与 える影響を調べ る

た め に，黒潮続流に お いて は緯膨経度約 05 度間隔で GPS ラ ジオゾ

ンデ観測 を実施 した．こ こで は風向風速デ
ー

タ の 取得率が 良か っ た

開洋丸 データを使用 し た．

3一　 開洋 丸観測の結果

　北緯 SU− 37 度の GPS ラ ジオゾン デ観測 デ
ー

タの うち （計 6S 測点〉，

海面水温 と海上 気温 の 莞 （ts− th） が 1℃ よ り も小 さ い と き （破線 ：

餌 測削 と，5℃ よりも大 きい とき （実線 二25 測 点）の 仮温位 と風

速の 合成 図を 図 a およ び図 b に示 す．全て の値 を高度 150（  の それ

ぞれ の値か らの 差 に して プロ ッ トして いる、ま た，111−li は 海面付

近 の 大気安定度の 指標 の 1つ で あ り，観測期 間を通 して 海面水温が

高い （低 い ）海 域で 　fS−Ta も大き くな る とい う有意な正 の相関関

係が見 られた．

Ts− Ta＜ 1 ℃ の と きは仮温位 が高度 と も に増加 してお り大気境界

層が 安定 な状態 を示 して い るの に対 し，聴 一駘 ＞ 5 ℃の ときは仮温

位が高度約 〔SIXIrnまで ほ ぼ一
様になっ てい る （図 a）．仮温位の鉛直

変化率 に違い が見 られた の は高度 130rhn（約 gso　hPa）まで だっ た こ

とか らt 海面付近 の 大気安定 度の 影響 がその 高 度まで及 んで い た と

考え られ る．一
方，風速の鉛直分布は 高度約 〔幻Qm よ りも下層で 安

定度に よ っ て 差が見られ 抽 一恥 く 1℃ （抽 一Ta ＞ 5℃）の ときは風速

の鉛 直シ ア が大 きく （小 さく）なっ て い る （図 b）．そ の結果 ，高度

IMn の 風速を基準値 と して みた海 ．ヒ風速は k − fa ＞ 5 ℃ の ときの

方が ts−thく 1 ℃の ときよ りも約 4ms
’1
大き くなっ て い る．

4．　 考察

　今回 の観測 によっ て 得 られ た風 速 と仮温位 の 鉛 直分布 は，黒潮続

流 にお いて 鉛直混合 メカニ ズ ム が 作用 して い る こと を示唆し て い る．

大気の安定度が大きい （小 さい ）場合は大気境界層内の鉛直混合が

抑制 （促進 ）され，運動量 の 混合 も抑制 （促進） される．そ の 結果

と して，海上風 速は周辺よ りも小 さ く （大き く）な り，図 b に示す

よ うに 大気の 安定度が大きい （小 さい ） と きに風速の 鉛直シ ア も大

きく （小さ く）なる と考え られ る．この 観測事実は，黒潮続流 にお

ける大気と海洋の関係が一
方通行で はな く，双方向で ある こ とを示

唆 して い る．た だ し，風 向風速 データは総 観規模擾乱 の 影響 を含 く

ん で い る可能 性が ある た め，今後 も 観測数 を 増や し て い く ことが 課

題と して挙げられる．

【謝辞】GPS ラジ オゾンデ観測 に ご協力 をい た だいた 水産庁漁業調査

船 照洋丸および 開洋丸 の皆様，東京大鍋毎洋研 究所海洋 大気 力学分

野の 石川浩 治 ・技術専 門員 に心よ りお礼申 し上 げます．
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図　北緯 30−37 度 の （ms ラジオ ゾンデ観測データ （開洋丸｝ か ら得 ら

れた （a）仮温 位 と （b）風速の 鉛直 分布の 合成図，実線 （破線）は ts− Ta
＜ 1℃ （＞ 5℃）の ときの高度 150  の 値か らの差を示す．
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